
338 INTERNET magazine 2001/2 インスタントメッセージ：同じソフトを使っている特定グループの仲間が現在オンラインであるかどうかを調べ、オンラインであればチャットやファイル転送などができるアプリケーション。
グループ外のユーザーとの交信もできる。AOLのICQやMSNのメッセンジャーサービスなどがその代表例。

注目のアプライアンスが続々入荷！

アメリカでは、いまネットワークを活用したおもしろ製品がどんどん誕生している。
そのなかには感動的な驚きの名品もあれば、「なんだこりゃ？」な迷品もある。
ここメリケン逸品堂では、毎月入荷する品々の中から店主厳選の逸品をご紹介しよう！

渡辺史敏
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「AOL Anywhere」とは、AOLが積極的に

推進する「AOLをどこでも使えるようにする」

戦略のこと。たとえばパーム端末でAOLに接

続するサービスや、電話から音声操作でAOL

●メーカー：フィリップス

●型番：WVH111

●価格：249ドル95セント

●会費：月額24ドル95セント

（AOL会員は月額14ドル95セント）

www.aoltv.com

AOLTV Channels利用中にメニューを表示さ
せたところ。本来のテレビ画面は右上に縮小
されている

インスタントメッセンジャーの画面。テレビ
放送が全画面表示され、半透明で重なる。テ
レビ井戸端会議に最適か？

が使える「AOL by Phone」なんかもその一

環だ。そして「居間で使うAOL」としてこの

秋に登場したのがこのAOLTVなのだ。単にテ

レビでウェブを見るだけでなく、テレビを見る

こと自体をより楽しくするものだそうだ。

AOLTV用の端末は現在フィリップスの

WVH111のみ。VTRくらいの大きさの本体に

つないだ赤外線発信機を使ってCATVや衛星

放送、VTRまですべて一元管理できるのがう

れしいが、そのセッティングは少し面倒だ。ウ

ェブにアクセスするとおなじみの「ユー・ガッ

ト・メール！」というアナウンスとともにメニ

ューが出る。メニューの項目は通常のテレビ

画面の上に半透明で表示される。接続は56K

モデムだが、特に速度的な不満はない。

AOLTVはテレビを使うだけにEPG（電子

番組ガイド）の「Guide」や、放送局と提携

して番組の関連情報をインタラクティブに見

られる「AOLTV Channels」のような独自のサ

ービスも用意されている。AOLTV Channels

は一見、BSデジタルのデータ放送のようだが、

インターネットに直結している点が大きな違

い。もちろん、AOLの顔ともいえるインスタ

ントメッセージもOKだ。メッセージウィンド

ウはやはり半透明でテレビ画面の4分の1ほど

の大きさで表示される。ドラマを見ながらあ

あだこうだと言いあうにはうってつけだ。

機械も画面もどことなくwebTVぽいが、

実際狙っている市場はまったく同じだ。そ

れを強く感じたのがテレビの「新しい楽

しみ方」という点と、「過渡期的な製

品だ」という印象だ。今後CATVのコ

ントロールボックスやHDD録画機能などと一

体になった総合セットトップボックス化された

ときにこそ、両者の本領発揮となりそうな気

がする。すでにAOLTVもwebTVもその方向

で動いているようだ。

現在は一般消費者よ

りもTV、ネット業界

で話題の存在といった

感じのAOLTVだが、

そういう意味で考える

と本体価格約250ド

ル、さらに月25ドル

の会費はかなりの先物

買いかも？

「どこでもAOL」を実現するお茶の間ネット端末

AOLTV（フィリップスWVH111）
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テ レ ビ を み な が ら
ユ ー ・ ガ ッ ト ・ メ ー ル ！

新連載
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INTERNET magazine 2001/2 339PS/2（ピー・エス・ツー）：米IBMが1987年4月に発表したPC/AT互換パソコン「PS/2」で採用したキーボードやマウスを接続するためのコネクターの規格。ポートの形状は6ピンのミ
ニDIN規格でキーボードもマウスも同じ型をしている。

バーコードでウェブに一発アクセス！

:CueCat
いまアメリカではバーコードが熱い！という

のも広告をオンラインショッピングなどに結び

つける方法としてバーコードが注目されてるか

らだ。消費者がいちいちURLを入力しないで

も目的のウェブページに簡単にアクセスできる

ように複数の企業が普及を目指している。日

本でも大前研一氏が社長を務めるエブリデ

イ・ドット・コムやメディアポータルジャパン

なんかがこの分野に進出している。

そんななか、アメリカで先頭を走っている

のがDigital:Convergence社のバーコードリ

ーダー「:CueCat」。同社は全米有数の家電

販売店チェーン「RadioShack」と提携して

無料で:CueCatを配っている。また、それと

連動してRadioShackの折込広告やカタログ

に独自コード「:Cue」の掲載をはじめた。

:CueCatはキーボードとPCの間にPS/2型

コネクターを使って接続する。バーコードの読

み取りは「:CRQ」という専用ソフトを使う

んだが、:CueだけでなくUPCと呼ばれる一般

の商品コードや書籍、雑誌に使われるISBN

にも対応している。

実際にRadioShackのカタログ上の:Cue

をスキャンしてみると「ポーン！」という音と

ともにブラウザーが開き、その商品の通販ペ

ージにアクセスした。また、音楽CDの裏に付

いてるUPCをスキャンするとそのレーベルの

ウェブページが開いた。ただし、UPCはあら

かじめデータベースに登録されてなければアク

セスできない。製品本体は無料配布のために

コストを抑えたからか、センサーの精度がイマ

イチで、スキャンに失敗することもあるのが難

点だ。しかも、皮肉なことに小型化された専

用コード:Cueよりも、一般的なUPCのほう

がスキャンしやすい。

目指す商品のページにダイレクトにアクセ

スできるのはたしかに便利だが、広告を見る

ときに必ずパソコンがなければならないのが

CueCatの弱点。もちろん同社もそのあたり

は承知で、現在ペンメーカーのCrossと共同

で300件のコードを記憶しておける携帯型の

スキャナー兼用ペンを開発中だという。さら

に同社ではテレビCMにも:Cueを挿入する計

画だ。改良の余地はまだまだあるけど、結構

これからおもしろい分野になりそうだ。

●メーカー：Digital:Convergence

●価格：無料

www.crq.com
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専用スキャニング
ソフトの:CRQの画
面。下のウィンド
ウに表示されてい
るのがスキャンした
コードの内容。

Radio Shackの総合カタログには:Cueが掲載されてい
る。スキャンすれば即オンラインでオーダーできる。

幼児向けダウンロードMP3プレイヤー

Cyber Cartridge

手前がCyber Cartridgeで奥がMusic Blocks。ともに
49ドル99セント。音楽データは1曲4～5ドル程度。
暗号化された独自フォーマットが使われている。

MP3を皮切りに音楽データ配信がブーム

になっているのは周知のこと。そんななか、

「こんなものまで! ?」と思ったのが、

Neurosmith社のCyber Cartridgeだ。

これ、同社が発売している2歳から5歳向

けの音楽教育玩具Music Blocks用のダウ

ンロードユニット。Music Blocksは音楽カ

ートリッジをさして、5つのサイコロ型ユニ

ットを決められた場所に置くと、置いたユニ

ットの模様によってアレンジを変化させなが

ら曲が再生される仕組みのもの。お子様に

はもったいないほどよくできたおもちゃだ。

Cyber CartridgeをUSBでPCに接続す

ると、さまざまな音楽データをダウンロード

購入して、Music Blocksで楽しめるように

なる。曲も「きらきらお星様」のような定

番からジャズやヒップホップまで揃っている

のだから恐れ入る。

さすがにダウンロード自体は大人がしてあ

げるんだけど、これからは幼児のころから

「ねーねー、ダウンロードしてぇ」などとダ

ダをこねる子供が増えるかもね。

ひと足早くハヤリモノを c h e c k !

デジタルデバイドを
なくす福 音 となるか
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